









Representations of Women in Wartime: A Study




































































読み取れ︑後述す ように女性が戦争とどう結びついていったのかが見出せる︒くわえて﹁北京紀行﹂ 掲載された三七年は︑事前検閲が開始され など出版統制史においては分岐点であった
（
7）︒ ﹁北京













初めて確認したが︑興味深いことに﹃世界画報﹄の目次には林芙美子の名前とタイトル 明示されていない︒転載された本文の直前に付け足された紹介文の中に 名前のみが認められる︒ま 誌面構成にも︑際立った変化が見受けられる︒以上の書籍収録・掲載事情から﹁北京紀行﹂と﹁中国之旅﹂は︑日中全面戦争前か アジア太平洋戦争開始前までの文脈の変化を追うことができる︒　
本稿では︑まず﹁北京紀行﹂の初出について次の二節と三節で考









林芙美子が北平を訪れる前年の一二月には︑国民政府が親日的地方政権である冀察政務委員会を北平に樹立し︑訪れた翌年は北平の郊外で盧溝橋事件が起きている︒本稿では以下﹁北京﹂表記に統一するが︑このように情勢 流動す 中︑書く主体の林芙美子は北京を巡り﹁北京紀行﹂を発表した︒　﹁北京紀行﹂の︿私﹀は︑北京で﹁大毎支局の石川順氏﹂を訪ね︑地図と案内人を用意してもらう︒そして名所とされる紫禁城や北海公園︑天壇などを歩いて見学する︒旧跡の壮大さに歓喜するが︑しだいにそれらを権力の象徴とみなして反感を抱 ︑ ﹁むかしは
︹略︺
色々な階級が列をなして歩いてゐた かと思ふと︑雑草も一本一本気持ちわるく見えて来る﹂ ︒天壇に対 は﹁小さな泥の家に住住民達は︑その頃︑どんな思ひで︑よりつけも ない︑こ 豪華な祭壇を考へてゐた だらう﹂と生活格差の点から捉え ︒そ天壇へ通じる前門街には乞食や阿片中毒者がおり︑ ︿私﹀は天橋通りでは銃殺され モルヒネ患者の護送も見る 貧民街や不衛生 場と︑王宮へ続く道は繫がっていたのである︒そのため︿私﹀は︑古代建築に見られる権力 訪問時の今に重ね合わせ︑当地に対し 批判的になっていったのではないだろうか︒それは以下に述べる二つの背景からも読み取れる︒　︿私﹀は北京へ向かう前︑ ﹁中秋の明月を観られるのが唯一の愉し
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れられて﹂建築家の夫人に会うが︑夫人から﹁日本 女性は︑いつたい支那の女に就いて︑どんな風な考へを持つてく ゐ のでせう﹂と質
ただ
される︒ここでは﹁日本の女性﹂と﹁支那の女﹂が区別さ






























しかし﹁北京紀行﹂には︑ ﹁各外国の大資本を投じた文化侵略 視て︑如何にも不器用な日本を感じない もな ﹂と︿私﹀の見解が示されてもいるため︑ ︿私﹀は橋川が担う事業に賛同してい 読み取れる︒他方︑ ﹁北京紀行﹂に 清水安三
（一八九一︱一九八八）








がもつと手を握り﹂あ 必要性を考えて たといえるが︑ ﹁東洋女達﹂とは具体的にどう った女たちだったのだろうか︒　
この一節﹁東洋の女達がもつと手を握り﹂以下には︑ ﹁亭主が何





りあつめてをられる︒奥さん 昔の小泉いく子さ ︑小さいならも︑健実な学校だつた ﹂と︑校長 ある清水安三の活躍 示す一方で﹁奥さん﹂ 存在をついでであるか ように付け足し こ叙述も︑例として挙げることができるだろう︒ ﹁昔の小泉いく子さん﹂とは教育者の清水郁子
（一八九二︱一九六四）
のことである︒








と﹁差別﹂される﹁職業﹂の女性が示されている︒女性たちは﹁日本の国防 の婦人連中﹂とされて名前も示されず︑ ﹁義理で会費を払﹂うなど活動自体 も自主性がないとある︒ ︿私﹀は︑軍事要衝である﹁ 境の町 山海関を通って北京へ来ており︑だからこそ国防婦人会 女性には︑ ﹁云はれたから﹂ ﹁命令 たから﹂行動を起こすの はなく︑自発性を身につけ べきだと望んでいたのではないだろうか︒それはまた︑ ﹁北京紀行﹂掲載から約二年後に︑神近市子
（一八八八︱一九八一）
が以下のとおり述べていることか




















いうならば︑ ﹁北京紀行﹂においても︑知識のある﹁東洋の女達﹂は﹁知識婦人﹂と同等の存在と思われる一方で︑国防婦人会 婦人は﹁婦人大衆﹂に分類 き いえ ﹁北京紀行﹂には︑二層女性が示されている︒　
こうした女性が示された﹁北京紀行﹂の文脈の意味が︑のちの書






















子が改造社に依頼さ て北京を描くため ︑北京に訪問してい ことが明らかとなった
（
18）︒要するに︑改造社が中国と結びついた一連の









山海関での出来事について費やされている︒ ︿私﹀が北京を訪問する前に三日ほど過ごす山海関でのことは以下のようにある︒ ︿私﹀は朝鮮人の案内人を頼み万里の長城を見に行くも︑築城にかかわった工夫の﹁お化けの出て来さうな風が吹きつけて来る﹂と思う︒そして︑海辺から見える長城 ﹁全く一朝の夢にしかすぎない﹂と認識すると同時に︑ ﹁現実の眼の前に見るこ 九十九里の砂浜のやうな遠い汀には 行儀よく︑黒い木札が立つてゐて
︹略︺
をかし﹂い












︿私﹀の案内人である朝鮮人の置かれている立場や日本の木札の有無︑野道で時々見かけたという﹁日本の軍用トラック﹂につ の説明や周辺描写はほとんどなされていない︒なぜだろう ︒これに反して北京において ︿私﹀が北海公園内の茶店で休ん いたとき︑
126
﹁日本の飛行機﹂が現地の学生の様子とともに以下のとおり提示されている︒














が指摘する改造社と中国との関係︑男子学生の﹁あくび﹂をふまえるならば︑ ﹁北京紀行﹂において山海関で日本の占領についての記述が不明確であったのは︑一連の抗日運動の影響と断定を避けるためだという側面が といえる︒ ﹁北京紀行﹂に﹁私は︑政治的なことは何も知らない︒
︹略︺
一旅行者に過ぎない﹂と記されても































































































されていなかった年月が︑③ 至っ は﹁ （昭和十一年十月） ﹂と付け足 る︒つまり③の﹁ゆる〳〵﹂という点に留意するならば︑時間の進行は﹁ゆる〳〵﹂と速度を落と ︑文末に記された﹁ （昭和十一年十月） ﹂とともに︑日中全面戦争前で止まっていることを読む者に認識 せる︒要す に︑同じ一九三七年時の収録あっても︑時間表示の強度は③で増している であ ︒　
③の発行年月でもある三七年七月は︑開戦にくわえ雑誌が対象で













































































































者も増えていたが︑小山いと子は 支那の女は男よりももつ 働きません﹂といったことや︑ ﹁慾を へば円満とか和気といふ のに乏しい﹂と 記し いる
（
43）︒つまりは﹁東洋の女達がもつと手を握
















































































それにも拘わらず﹁中国之旅﹂は中国語のみで再掲されている︒本文掲載頁 おいてもタイトルは示されておらず 名前につい は︑本文の直前に付け足された紹介文の中に﹁林芙美子さん﹂と二回示されている︒また本文掲載頁には後述する惹句三本と風景写真二点が付け加えられている︒つまり︑紹介文中に﹁林芙美子さん﹂を二度繰り返して出し︑惹句﹁一人の日本人女性作家の中国に対する印象﹂を真正面に配置 たりして︑影響力のある﹁女性作家﹂を押し出す誌面構成 な のである︒これは﹃華 大阪毎 ﹄誌面に見られないばかりか︑ ﹁北京紀行﹂の① ④にも見受けられなかった現 である︒　
しかし﹃華文大阪毎日﹄と﹃世界画報﹄掲載の本文自体に大きな
異同は認められない︒そのため誌 構成の変更がなされた﹃世界画報﹄掲載分を見ていき い︒　﹃世界画報﹄の表紙には﹁新東亜建設之春﹂と打ち出され︑表紙

















ら︑末尾では﹁どこが我々は見えておらず︑すぐに改善しないといけないのか﹂と﹁我々﹂の問題にすり替え れている︒教示的 紹介文に っており︑日本が指導的立場にあるということが印象づけられている︒　
以上の誌面構成をふまえて︑次節では﹁北京紀行﹂の本文とも比





れている場面に﹁若い知識階級の男性は み 欧米化しあまり い印象はな ﹂とあるのだが︑これに類似する叙述は﹁北京紀行﹂①から④にもあり︑ ﹁
︹男女共学の生徒たちは︺
アメリカ的な臭みも感
じないではない﹂とされている︒この頃︑日本はイギリスやアメリカとの対立も激化し たため︑ 北京紀行﹂④から読み取れた抗日の学生を︑ ﹁中国之旅 本文では鎮める とを目的に に絞っ















する ︑ ﹁中国之旅﹂本文の﹁話し方もとても上手だった﹂は︑中国女性に対する﹁宣撫教導等﹂が進展 てのことだといえる︒ゆえにここからその先は︑中国男性への﹁宣撫教導等﹂を﹁知識婦人﹂が担うありようが見出せる︒ ﹁知識婦人﹂を軸にして︑ 最近﹂の日中間の女性は親和的関係 あ のだから中国 男性も変わらねばならないと︑読者に思わせようとしているのである︒　
では﹁婦人大衆﹂はどのように描かれているのだろうか︒実は










































の図版﹁北京の停車場﹂と﹁杭州岳武墓﹂は︑本文 直接関係 ない写真であるが︑とくに﹁北京の停車場﹂は 中国の古都の一つである北京 ︑平時の生活を想起 せる︒さらに︑惹句﹁雄大な山河






















のことにかけては︑ある場合男子よりも婦人の方が便利﹂など されていた︒だが翌三九年は︑ ﹁支那の女 男よりももつと働きません﹂といっ ことや﹁慾をいへば円満とか和気といふも 乏
い﹂という状態が見られた︒四節ではこうした状況下において︑﹁東洋の女達がもつと手を握りあつてもいゝ﹂とした﹁北京紀行﹂に﹁宣撫教導等﹂を反映させて読み︑ ﹁知識婦人﹂の社会進出となり女性解放思想に繫がるとした︒しかし 日中間の女性 親和性が読み取れる 中国之旅﹂に置き換えて読むならば︑見方が反転するのである︒　﹁中国之旅﹂には五節で確認したとおり︑国策にかなう誌面構成が﹃世界画報﹄掲載分 おいて見受けられた︒そし 六節で言及したように﹁中国之旅﹂本文 は︑ ﹁中国の女性はみな健康できれいで気前が良﹂い︑ ﹁今度は中国の奥さんに招待さ て行きたい﹂どと示され︑本文直前 紹介文には﹁最近﹂ともあり︑最近の二国間の女性は友好的であると読み取れるようになっていた︒ま 本論で提示しなかったが﹁中国之旅﹂掲載の﹃世界画報﹄が発行一九四一年一月︑政府 結婚の早期化を促す﹁人口政策確立要綱を閣議決定してもいた︒いわば﹁中国の奥さん との関係が改善し︑日本人の結婚が促されていた四一年に っては︑日本人男女の入植と結婚は進む︒だ 侵略戦争は終わっておらず泥沼 してお ︑









































































































































































































































小山いと子﹁北京﹂ ﹃海を越へて﹄ （一九三九年三月） ︑五六頁︒
（
41）  
























































































岡野幸江ほか編﹃女たちの戦争責任﹄東京堂出版 〇〇四年九月︑一五頁）評価したというが︑ここでも市川房江や平塚らいてうのような﹁著名な知識婦人﹂の目線によって︑ ﹁ ︿家からの解放﹀ ﹂と言及されている︒
（
58）  
長谷川啓﹁女性作家のアジアへのまなざし﹂註（
25）前掲書二四〇頁お
よび︑ ﹃昭和前期女性文学論﹄註（
25）前掲書の岩淵宏子ほか﹁はしがき﹂
によると 田村俊子は︑中国で客死するまで中国女性の解放といった側面から﹃女聲﹄を発刊し続けた︒
付記：本稿は︑林芙美子の会第三回研究集会（二〇一八年六月三〇日︑於立
命館大学）での報告をもとにしました︒会場内外でご教示くださった方々にお礼申し上げます︒
